















































































































































































































































































































































































虻（小） ○ ○ ○ ○ アンメ

































○ ○ × カーメ? ?







兎 ○ × ○ × オサギメ
鷹 ○ × ○ × タカメ? ? ? ? ?
カラスメ
めだか
? ○ ○ × ハリコメ
ひきがえる

















































































































































































































































































































































































































































“???????????????°? （ ????ロ? ???函翻目＾
ψ
ま　と　め
ターワ
ナンパンキビ
トーキビ
カシキビ
アピキリ
　手取川流域ならびにその周辺地域における方
言分布の特色を，まとめて示せば次のようにな
る。
1）白峰村には，音韻・文法・語彙の各面にわ
　たって，他の地域には見られない特殊な現象
　が多く分布している。
2）しかも，その中には，たとえば，「カイチョ
　ル・ヨンジョル」「ツクバウ」「オヤコ」「イ
　ド」「アマイ」など，越中の秘境，五箇山と
　共通するものが多く含まれている。
3）他方，白峰村には，「ナンキン」「シモヤケ」
　など，越前と共通するものも少なからず分布
　しており，越前の影響も受けつっあることを
　示している。
4）加賀地方の方言は，白峰村を中核とする山
　間部の方言と平野部の方言とに大きく分かれ
　るが，平野部の方言も，予想以上に複雑で，
　加賀市の方言と他の地域の方言との間には，
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かなり大きな地域差が認められる。加賀市に
　は，たとえば，「カボチャ」「ヒローズ」「ムコ
ザ」「オジャメ」「パッシ」（「めんこ」。他の地
域は一般に「パッチ」となる。）など，他の地
域とは異なる僅語やアクセントが多く分布し
　ている。
5）加賀と越前との間には明瞭な地域差が認め
　られるが，越前の山間部，坂井郡丸岡町竹田
地区（曾谷も含まれる）の方言は独得で，「ツ
　クバウ」「オヤコ」「ヨゴイモ」など，白峰村
　や五箇山と共通する僅語が多く分布してい
　る。
　今後は，以上の調査結果をもとに，さらに精
密な言語地理学的調査を行ない，この地方にお
ける方言の歴史再構に努めていきたいと考えて
いる。
（注1）岩井隆盛「白峰（牛首）の方言概要」（『白峰村
　　史下巻』所収）・岩井隆盛「白峰方言の分布と変化」
　　　（『白峰村史上巻」所収）など。
（注2）「白峰（牛首）の方言概要」にも，「カ・ガ・カ゜
　　の三行において，そのワ行拗音は使われないよう
　　である。」（288ページ）とある。
（注3）「白峰（牛首）の方言概要」にも，「ア・イが並
　　ぶと，ヤまたはエァ風になる。このことは，形容
　　詞の終止形において，特に判然とあらわれる。」
　　　（291ページ）とある。
（注4）「白峰（牛首）の方言概要」にも，「ツの子音は，
　　破擦ではなくて，破裂である。」（289ページ）とあ
　　る。
（注5）岩井隆盛氏は，「白峰方言の分布と変化」の中で，
　　牛首（白峰）方言の特徴の一つとして，「イリメ
　　　（犬）・ベットメ（蛙）・ヘンメ（蛇）・ズプメ
　　　（たにし）・マルムマメ（牡馬）など，動物につ
　　　くメ。」（440ページ）をあげておられる。
（注6）国立国語研究所編『日本言語地図」第5集所収
　　の「第218図　かえる（蛙）」によると，「ドンク」
　　は，主として，長崎・熊本両県に分布している。
（注7）『日本言語地図」第4集所収の「第182図　とう
　　　もろこし（玉蜀黍）」によると，「カシキビ」は，
　　主として，佐渡と新潟県北部に分布している。な
　　お，「アビキリ」の分布は見られない。
〔付記〕　この研究は，昭和48年度文部省科学研究費に
　　よる研究の一部である。
